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自
公
民
の
３
党
合
意
で
成

立
し
た
「
社
会
保
障
制
度
改

革
推
進
法
」
は
、
以
前
ま
で

は
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

　

政
府
の
国
民
会
議
が
社
会
保
障
制
度
の
根
幹
を
大
き
く

変
え
る
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」
の
具
体
化
に
向

け
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。
２
月
の
会
員
学
習
会
で
「
社

会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
（
一
体
改
革
）
と
私
た
ち
の
対

案
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
下
関
市
立
大
学
の
関
野
秀
明

准
教
授
の
要
録
を
連
載
で
紹
介
す
る
。

改
革
」
と
い
わ
れ
て
い
た
も

の
だ
。
そ
の
中
身
は
、
①
年

金
の
支
給
額
削
減
と
支
給
年

齢
の
先
延
ば
し
②
患
者
負
担

増
と
病
院
追
い
出
し
（
入
院

日
数
削
減
）
の
強
化
③
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
取
り
上
げ
④
生

活
保
護
制
度
の
改
悪
―
―
な

ど
、
多
く
の
こ
と
が
提
案
さ

れ
て
い
る
。
小
泉
「
改
革
」

　

臨
床
・
学
術
部
は
、
大
阪

大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
の
木

ノ
本
喜
史
氏
を
講
師
に
生
涯

研
修
「
安
全
で
効
率
的
な
感

染
根
管
治
療
を
考
え
よ

う
！
」
を
２
月
24
日
、
Ｍ
＆

Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
。
寒
い

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
１
２
５

人
の
参
加
者
が
あ
り
、
関
心

の
高
さ
が
伺
え
た
。

　

木
ノ
本
氏
は
、
感
染
根
管

を
治
療
す
る
場
合
、
根
充
材

の
除
去
が
目
的
で
は
な
く
感

染
源
の
除
去
が
最
も
重
要
な

点
で
あ
る
と
説
明
。
さ
ら

に
、
感
染
は
歯
冠
方
向
か
ら

と
考
え
ら
れ
る
。
カ
リ
エ
ス

　

最
後
に
７
月
に
開
催
さ
れ

る
日
本
歯
内
療
法
学
会
の
案

内
を
し
、
講
習
を
締
め
く
く

　

臨
床
・
学
術
部
は
、「
シ

ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」

を
２
月
24
日
、
保
険
医
会
館

で
開
き
、
15
人
が
参
加
し

っ
た
。

�

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

た
め
に
、
ス
ケ
ー
ラ
ー
は
①

鋭
利
な
状
態
に
保
つ
②
原
形

を
損
な
わ
な
い
③
角
度
を
誤

ら
な
い
―
―
こ
と
を
説
明
し

た
。
日
常
の
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
使
用
す
る
ス
ト
ー
ン
に

つ
い
て
は
、
ア
ー
カ
ン
サ
ス

ま
た
は
セ
ラ
ミ
ッ
ク
の
も
の

を
使
用
す
る
の
が
良
い
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。

　

参
加
者
は
、
シ
ャ
ー
プ
ニ

ン
グ
ガ
イ
ド
を
使
用
し
た
シ

ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
実
技
動
画

を
参
考
に
し
て
、
そ
の
実
習

と
個
別
指
導
を
繰
り
返
し
な

が
ら
練
習
し
た
。
ま
た
、
ス

ケ
ー
ラ
ー
を
０
度
挿
入
す
る

動
画
を
交
え
て
、
患
者
に
痛

み
を
与
え
な
い
ス
ケ
ー
リ
ン

グ
方
法
も
学
ん
だ
。

　

「
一
人
ひ
と
り
個
別
に
教

え
て
も
ら
い
、
ど
こ
が
ダ
メ

の
な
の
か
よ
く
わ
か
っ
た
」

「
て
い
ね
い
に
基
本
を
細
か

く
指
導
し
て
も
ら
え
た
」

と
、
参
加
者
の
感
想
は
好
評

だ
っ
た
。

新
人
ス
タ
ッ
フ
講
座

５
月
12
日
に
開
く

　

臨
床
・
学
術
部
は
、「
新

人
ス
タ
ッ
フ
総
合
講
座
」
を

５
月
12
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
く
。
午
前
は
水
原
道
子

氏
（
大
手
前
短
期
大
学
准
教

授
）
を
講
師
に
「
歯
科
医
院

に
お
け
る
お
も
て
な
し
と
ク

レ
ー
ム
対
応
」、
午
後
は
歯

科
衛
生
士
と
助
手
に
分
か
れ

て
研
修
す
る
。
受
講
料
は
７

千
円
で
、『
デ
ン
タ
ル
ス
タ

ッ
フ
の
た
め
の
歯
科
保
険
診

療
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
配

布
。「
修
了
証
」
を
発
行
。

問
い
合
わ
せ
や
申
し
込
み
は

事
務
局
ま
で
。

回
し
に
し
て
、
消
費
税
増
税

で
穴
埋
め
す
る
だ
け
だ
。

「
充
実
」し
な
い

　

消
費
税
増
税
分
で
純
粋
に

社
会
保
障
の
充
実
に
回
り
そ

う
な
の
は
２
・
７
兆
円
。
税

率
で
言
え
ば
１
％
ぐ
ら
い
だ

が
、
年
金
や
生
活
保
護
の
削

減
、
70
～
74
歳
の
医
療
費
窓

口
負
担
倍
増
な
ど
の
国
民
負

担
や
給
付
カ
ッ
ト
を
差
し
引

き
す
れ
ば
、
２
・
７
兆
円
は

す
ぐ
に
吹
き
飛
ぶ
。
結
局
、

消
費
税
率
が
10
％
に
上
が
る

だ
け
で
、
社
会
保
障
充
実
に

回
る
分
と
い
う
の
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
が
「
３
党
合
意
」

の
中
身
だ
。
消
費
税
を
上
げ

て
社
会
保
障
を
安
定
さ
せ
る

と
い
う
政
府
の
主
張
は
、
絵

に
描
い
た
餅
に
も
な
っ
て
い

な
い
。　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

８
兆
円
、
年
金
の
国
庫
負
担

割
合
を
２
分
の
１
に
引
き
上

げ
る
た
め
に
２
・
９
兆
円
使

う
と
し
て
い
る
。
経
費
は
仕

方
が
な
い
に
し
て
も
、
２
０

０
５
～
06
年
度
の
税
制
「
改

正
」
時
に
自
公
政
府
は
、

「
定
率
減
税
の
廃
止
分
で
年

金
の
国
庫
負
担
割
合
を
２
分

の
１
に
す
る
」
と
国
民
を
説

得
し
て
い
た
。
そ
れ
を
結

局
、
消
費
税
に

置
き
か
え
よ
う

と
い
う
話
だ
。

　

消
費
税
の
社

会
保
障
目
的
税

化
と
言
う
が
、

社
会
保
障
費
を

増
や
す
こ
と
で

は
な
い
。
こ
れ

ま
で
別
の
税
金

を
充
て
て
い
た

も
の
を
た
ら
い

は
、
今
後
10
年
間
で
２
０
０

兆
円
の
公
共
事
業
を
実
施
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

「
毎
年
７
兆
円
ぐ
ら
い
は
消

費
税
で
新
た
に
入
っ
て
く
る

か
ら
、
公
共
事
業
に
投
入
す

れ
ば
良
い
」
と
い
う
狙
い
が

透
け
て
見
え
る
。

　

社
会
保
障
に
充
て
る
は
ず

の
６
・
５
兆
円
も
極
め
て
疑

わ
し
い
。
事
務
経
費
に
０
・

の
だ
か
ら
納
得
し
て
く
だ
さ

い
」
と
消
費
税
増
税
へ
の
理

解
を
求
め
て
い
る
が
、
税
率

10
％
で
新
た
に
生
ま
れ
る
財

源
13
・
５
兆
円
の
う
ち
社
会

保
障
に
回
る
の
は
６
・
５
兆

円
だ
け
で
、
残
り
の
半
分
は

社
会
保
障
以
外
に
流
用
す
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

る
。

　

安
倍
政
権
の
経
済
政
策
で

た
。
講
師
は
福
池
久
恵
氏

（
歯
科
衛
生
士
）。

　

福
池
氏
は
、
シ
ャ
ー
プ
ニ

ン
グ
の
基
本
を
身
に
つ
け
る

の
取
り
残
し
、
根
管
の
見
落

と
し
、
イ
ス
ム
ス
・
フ
ィ
ン

部
の
拡
大
不
足
が
挙
げ
ら
れ

る
。
根
管
の
見
落
と
し
は
最

大
根
管
数
を
念
頭
に
作
業
を

進
め
る
。
イ
ス
ム
ス
・
フ
ィ

ン
は
歯
根
の
形
状
を
念
頭
に

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
を
行
う
の
が

良
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

た
だ
し
、
感
染
除
去
を
追

求
す
る
あ
ま
り
、
歯
質
を
削

除
し
す
ぎ
る
と
歯
質
が
薄
く

な
り
、
歯
根
破
折
の
危
険
性

も
増
す
の
で
注
意
が
必
要
と

の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
側

枝
、
象
牙
細
管
の
感
染
を
考

え
る
場
合
、
完
全
な
る
殺
菌

は
不
可
能
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
な
る
感
染
を
防
ぐ
た
め
根

管
消
毒
を
充
分
に
行
い
緊
密

な
根
充
を
行
う
こ
と
で
細
菌

を
不
活
性
な
状
態
に
保
て
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

の
時
代
も
、
年
金
「
改
革
」

や
医
療
「
改
革
」
な
ど
が
あ

っ
た
が
、「
一
体
改
革
」
が

恐
ろ
し
い
の
は
一
度
に
全
部

フ
ル
セ
ッ
ト
で
変
え
る
と
い

う
こ
と
だ
。

　

推
進
法
第
１
条
で
は
、

「
安
定
し
た
財
源
を
確
保
し

つ
つ
受
益
と
負
担
の
均
衡
が

と
れ
た
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
の
確
立
を
図
る
」
─

─
と
明
記
し
て
い
る
。
社
会

保
障
給
付
を
削
減
し
て
、
消

費
税
を
上
げ
な
い
と
社
会
保

障
制
度
を
維
持
で
き
な
い
と

い
う
主
張
だ
が
、
本
当
に
そ

う
な
の
か
。

消
費
税
で
穴
埋
め

　

い
ま
国
と
地
方
自
治
体
は

社
会
保
障
に
税
金
を
34
・
８

兆
円
支
出
し
て
い
る
。
政
府

は
「
社
会
保
障
に
全
部
回
す

125人が参加した「安全で効率的な感染根管治療」を
テーマに開いた生涯研修講座＝２月24日、Ｍ＆Ｄホール

２月度生涯
研 修 講 座

効
率
的
な
感
染
根
管
治
療	

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
を
実
習

角
度
を
誤
ら
な
い
臨床・学術部

木
ノ
本
氏 

最
大
根
管
数
念
頭
に
処
置
を

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
角
度
を
実
習
す
る
参
加
者
（
左
）

＝
２
月
24
日
、
保
険
医
会
館　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増税して社会保障は改悪
新財源の大半を他に流用

「一体改革」による社会保障改悪の概略

医
療

外来受診のたびに定額負担を上乗せ

70～74歳の窓口負担を２割に倍増

市販類似医薬品の保険適用除外

長期入院患者の診療報酬引き下げ

年
金

３年程度で2.5％削減

マクロ経済スライドで毎年0.9％削減

支給開始年齢を68～70歳に引き上げ

介
護

「重点化」の名で給付削減

要介護認定者の３％削減

生
活
保
護

医療扶助自己負担

保護水準の引き下げ

「
一
体
改
革
」と

　
　
　
私
た
ち
の
対
案
①

下
関
市
立
大
学
准
教
授
・
関
野
秀
明
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